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背景

認知症の診断技術や治療薬が近年目覚ましく進歩している。
認知症の中ではアルツハイマー病が半数を占め年々、患者数
は増加している。
アルツハイマー病の診断基準やガイドラインに新しいバイオマー

カーが記載されますますこの分野の研究が進んでいる。
（２０１０年日本神経学会 ２０１１年米国ガイドライン）

当院では正確な認知症診断のため、脳FDG‐PET・MR・MMSE
を組み合わせ、３D-SSP/SEE とVSRADを診断の補助に用いてい
る。これらの統計解析を組み合わせた３D-SSP/VSRAD
SSPVSViewの活用と使用経験を報告する。
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FDG脳PETは統計学的画像解析法3D-SSP・SEEを用いることで、
糖代謝低下領域を客観的かつ3次元的に評価することが可能。

VSRADは関心領域の容積変化を容易に測定することができる
が、委縮部位と糖代謝低下部位のミスマッチが頻繁に見られる。
正確な認知症診断には形態画像、機能画像に統計学的解析

を活用することが必要と思われる。

SSPVSviewは、FDG-PETでの糖代謝低下部位、VSRADでの
萎縮部位のZ-score画像を同一座標上で表示する。またこれら
のFusion画像は色分け表示が可能。FusionViewerはMR画像と
PET画像が精度よく簡便にFusionできる。

SSPVSview、 Fusion Viewerを用いることで認知症診断精度の
向上が期待できる。

考察
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